
chromatography. ]. Chromatogr. 540， 169-175 

(1991) . 

4) Takeuchi T. ，  Yamazaki S. ，  and Tanimura T. : 

Enantioselective solubi1ization of DL-amino 

acids in organic solvents containing N -n-alkyl­

L -proline derivatives and copper ( II ) ions. 

Ana1 . Chim. Acta. 242， 291-294 (1991) 

⑨ 学会報告

1) 山 崎重雄， 谷村君、徳 : 液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー

に よ る β-ア ミ ノ ア ル コ ー ル対掌体の 直接 分離

v . 日 本薬学会第111年会， 1991， 4 ， 東京.

2) 山 崎重雄， 篠崎友紀， 谷村怠徳 : Ru ( II ) 錯体 ­

S2082一 系 に よ る 化学発光検 出 法. 第 2 回 ク ロ マ
ト グ ラ フ ィ ー 科学会， 1991， 10， 東京.

3) 中 野 琢， 本多弘和， 高橋綾子 : lndamine Ðye 

生成系 に お け る 水溶性鉄 ポ ル ブ イ リ ン に よ る H2
O2 ， O2 ， ROOH の 活性化反応. 第41回錯体化学討

論会， 1991， 10， 岡 山.

4) 中 野 琢， 森 住洋 : ポ ル フ ィ リ ン及び キ ノ ン

類 の 系 に お け る 光照射 に よ る ス ペ ク ト ル変化， 日

本化学会第61春季年会， 1991， 3 - 4 ， 横浜.

臨 床 分 析 学 (2)

教 授 狐 塚 寛
助 教 授 宮 原 龍 郎
助 手 森 正 明
助 手 川 嶋 洋

⑮ 著 書

1) 宮原龍郎 : 臓器特異性細胞毒性 ・ 機能毒性の検

出 法， 骨 í細胞 ト キ シ コ ロ ジ ー試験法 ( 日 本組

織培養学会編) J 145-152， 朝倉書店， 東京， 1991. 

2) 川 嶋洋一 : 薄層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー í 新生化

学実験講座 4 ， 脂質 II . リ ン脂質 ( 日 本生化学会

編) J 30-48， 東京化学同人， 東京， 1991. 
3) 川 嶋洋一 : ホ ス フ ァ チ ジ ル コ リ ン í新生化学

実験講座 4 ， 指質 II . リ ン脂質 ( 日 本生化学会編) J 

102-116， 東京化学同人， 東京， 1991. 

⑨ 原 著

1) Miyahara T.， N emoto M.， Tsukamoto S.， Yamada H.， 

Kozuka H.， Kuze S. ，  Sudo H.， and Yamamoto S. : 

Induction of metallothionein and stimulation of 

calcification by dexamethasone in cultured 

c10nal osteogenic cells， MC3T3-E1. Toxicology 

Letters. 57 : 257-267. 1991. 

2) Miyahara T.， Takata M.，  Miyata M.， Nagai M. ，  

Sugure A. ，  Kozuka H. ，  and Kuze S. : Cadmium 

stimurates osteoc1ast-like multinuc1eated cell 

formation in mouse bone marrow cell cultures. 

Bul1 . Environ. Contam. Toxico1. 47 : 283-287， 

1991. 

3)  Kaji T.，  Takata M.，  Miyahara T.， Kozuka H. ，  

and Koizumi F. : Interaction between cadmium 

and copper ossification of embryonic chick 

bone in tissue culture. Toxicology Letters. 

55 : 255-262， 1991. 

4) Mori M.-A.， Kobayashi M.，  Yumoto Y.， Nakafuku 

K.， Miyahara T.， and Kozuka H. : Metabolism of 

mephentermine in male guinea pigs and male 

mice. Xenobiotica. 21 : 1301-1309， 1991. 

5) Sayama M.， Mori M.-A.， N akada Y.，  Kagamimori 

S.， and Kozuka H . : Metabolism of 2， 4寸initro・

toluene by Salmonella typhimurium 

strains TA98， TA98NR and TA98/1，  8-DNP6 and 

mutagenicity of the metabolites of 2， 4-

dinitrotoluene and related compounds to 

strains T A98 and T A100. Mutation Research. 

264 : 147-153， 1991. 

6) Kudo N .， N akagawa Y.， Waku K.， Kawashima Y.， 

and Kozuka H. : Prevention by zinc of cadmium 

inhibition of stearoyl-CoA desaturase in rat 

liver. Toxicology. 68 : 133-142， 1991. 

7) Kawashima Y.， Matsunaga T.，  Uy-Yu N.， and 

Kozuka H. : Induction by perfluorooctanoic 

acid of microsomal 1-acylglycerophosphocholine 

acyltransferase in rat kidney. Sex-related 

diffetence. Biochem. Pharmaco1. 42 : 1921-1926， 

1991. 

8) Koyama M. ，  Kozuka H. ，  and Takada A. : Study on 

the Murexide reaction V. ] .  of Heterocylic 

Chemistry. 28 : 801-804， 1991. 

9) 加藤輝隆， 加須屋実， 鏡森定信， 狐塚 寛， 河

野昭一 : 低濃度大気汚染の 植物指標 に つ い て の 化

学生態学的研究. 日 本化学会誌， 656-666， 1991. 

10) 山本 昌子， 成瀬隆倫， 久世照五， 伊藤祐輔， 中

丸勝人， 宮原龍郎， 狐塚 寛 : 高速液体 ク ロ マ ト

グ ラ フ ィ ー に よ る 血禁 中 の 酢酸測定法の確立. 臨

床検査， 35 : 877-880， 1991. 

⑨ 学会報告

1) 川 嶋洋一 : ペ ルオ キ シ ゾー ム 増殖剤 に よ る 脂質

合成系酵素の誘導. 日 本薬学会第111年会， 1991， 

3 ， 東京.



第49回 日 本麻酔学会北陸地方会 (第45回北陸医学

会総会麻酔分科会) ， 1991， 9 ， 金沢.

⑨ 原 著

1) Takeda K.， Kawanishi E.， N akamura H. ，  and 

Yoshii E. : Total synthesis of tetronolide， the 

aglycon of tetrocarcins. Tetrahedron Lett. 32 : 

4925-4928. 1991.  

⑨ 学会報告

1) 堀 耕造， 野村敬一， 吉井英一 : α， β-不飽和 3
ーア シ ル テ ト ロ ン 酸 の 合成. 日 本薬学会第111年会，

1991， 3 ， 東京.

2) 堀 耕造， 野 村 敬 一，
Tetronomycin の 全合成.
1991， 3 ， 東京.

3) 武 田 敬， 川 西英治， 吉井英一 : T etrocarcin の

合成研究(9) Tetronolide の 全合成. 日 本薬学会第

111年会， 1991， 3 ， 東京.
4)  武田 敬 : ス ピ ロ ・ テ ト ロ ン酸系 マ ク ロ ラ イ ド

の 全合成研究. 日 本薬学会北 陸支部第84回例会.

研究奨励講演会， 1991， 7 ， 金沢.
5) Hori K.， N omura K.， and Y oshii E. : Synthesis 

of the acyltetronic acid ionophore antibiotic 

tetronomycin. The 13th International 

Heterocyclic Chemistry， 1991， 8， Corvallis， 

USA. 

6) 武 田 敬， 下 谷 明 彦， 吉 井 英 一 : Okilacto­

mycin の 合成 研究(1). 有機合成化学北 陸 セ ミ ナ

ー ， 1991， 9 ， 富 山 .

7 )  稲垣敦士， 野村敬一， 吉井英一 : テ ト ロ ノ マ イ
シ ン の C 環構築法. 有機合成化学北陸セ ミ ナ ー，

1991， 9 ， 富 山 .

8 )  数野秀樹， 野村敬一， 吉井英一 : テ ト ロ ナ シ ン

の ABC 環 シ ス テ ム の 合成. 有機合成化学北陸 セ

ミ ナ ー ， 1991， 9 ， 富 山.

、、l，raE・・，，，az、、

日 影 尚 睦， 吉 井 英 一 :

日 本薬学会第111年会，

2) 森 正明 ， 小林 充， 酒井喜久子， 中福恭子，

宮 原龍郎， 狐塚 寛 : ラ ッ ト 肝 ミ ク ロ ソ ー ム に よ

る 覚醒剤類似物質 メ ブ エ ン タ ミ ン の代謝. 日 本薬

学会第111年会， 1991， 3 ， 東京.

3) 佐 山三千雄， 鏡森定信， 森 正明 ， 狐塚 寛 :
Dinitrotoluene の腸内代謝並 び に 代謝物 と 関連化

合 物 の 変異原性. 日 本薬学会第111年会， 1991， 

3 ， 東京.

4) 成 瀬 隆倫， 久世昭五， 山 本 昌 子， 伊藤祐輔，

宮原龍郎， 狐塚 寛 : 酢酸測定 に 際 し て の検体保

存 の 問題点. 第38回 日 本麻酔学会総会， 1991， 3 ，  

大阪.

5) 宮原龍郎， 高 田 昌和， 宮 田 雅紀， 永井美 由紀，

狐塚 寛 : カ ド ミ ウ ム と 鉛 の 骨 吸収 促 進作 用 .

第 5 回 金属 の 関与 す る 生体関連反応 シ ン ポ ジ ウ ム ，

1991， 6 ， 金沢.

6) 狐塚 寛 : ペ ル ブ ル オ ロ オ ク タ ン酸 と そ の 生体

影響. 日 本分析化学会 中部支部特別講演会， 1991， 

6 ， 富 山.

7) 狐塚 寛 : ペ ル フ ル オ ロ オ ク タ ン酸 に よ る 酵素

誘導 ー 「毒性」 を 考 え る . 日 本法 中毒学会第10年

会， 1991， 6 ， 岐阜.

8) 川 嶋洋一， Narcisa Uy-Yu， 鈴木至郎， 狐塚

寛 : ペ ル フ ル オ ロ オ ク タ ン 酸 に 対 す る 生体応答.

第17回環境汚染物質 と そ の ト キ シ コ ロ ジ ー シ ン ポ

ジ ウ ム ， 1991， 10， 札幌.

9) 佐 山三千雄， 井上正美， 森 正明 ， 狐塚 寛 :

発癌物質 2 ， 4 ー ジ ア ミ ノ ト ル エ ン の 代謝 と 変異

原性 に つ い て . 日 本薬学会北陸支部第85回例会，

1991， 11， 金沢.

10) 篠 田 裕之， 佐 山三千雄， 森 正明 ， 狐塚 寛 :

ニ ト ロ 置換ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド 類 に お け る ア ル デ ヒ

ド 基水和反応の 分子軌道計算. 日 本薬学会北陸支

部第85回例会， 1991， 11， 金沢.

11) Miyahara T.， Harada M.， Miyata M.， Tomita I . ，  

Okayachi H. ，  H iguchi S.， Otomo S.，  and Kozuka 

H . : A possible mechanism of response of 26， 

27-hexafluoro-1， 25-dihydroxyvitamin D3 in 

bone resorption in organ culture. Internatio­

nal conference on osteoporosis. 1991， 11 ，  Kobe. 

12) Miyahara T.， Takata M.， Miyata M.， N agai M.， 

and Kozuka H. : The stimuratory effect of 

cadmium and lead on bone reaorption. J. 

Pharmacobio-Dyn. 14， s-132， 1991. 

13) 岩城久美， 久世照五， 伊藤祐輔， 宮原龍郎，

狐塚 寛 : D 型乳酸代謝酵素の検討 ー ラ ッ ト 肝 に

お け る D-2-hydroxyacid dehydrogenase 活 性.

一
敬
造

学

英
敬

耕

化

井
村
田

ロ
ロロ

吉
野
武
堀

薬

授
授
師
手

教

教

講

助

医


